
平成30年11月宮崎県定例県議会

観光振興対策特別委員会会議録

平成30年11月30日

場 所 第５委員会室



- 1 -

平成30年11月30日（金曜日）

午前９時59分開会

会議に付した案件

○概要説明

商工観光労働部

１．宮崎県観光振興計画の改定について

○協議事項

１．提言について

２．次回委員会について

３．その他

出席委員（11人）

委 員 長 黒 木 正 一

副 委 員 長 西 村 賢

委 員 星 原 透

委 員 井 本 英 雄

委 員 松 村 悟 郎

委 員 二 見 康 之

委 員 日 髙 陽 一

委 員 太 田 清 海

委 員 満 行 潤 一

委 員 重 松 幸次郎

委 員 井 上 紀代子

欠 席 委 員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

商工観光労働部

商工観光労働部長 井 手 義 哉

商工観光労働部次長 中 原 光 晴

観光経済交流局長 酒 匂 重 久

部 参 事 兼
小 堀 和 幸

商 工 政 策 課 長

観 光 推 進 課 長 岩 本 真 一

丸 山 裕太郎スポーツランド推進室長

髙 山 智 弘オールみやざき営業課長

事務局職員出席者

政策調査課主査 持 永 展 孝

総 務 課 主 幹 木佐貫 真 一

皆さんおはようございます。○黒木委員長

ただいまから観光振興対策特別委員会を開会

いたします。

本日の委員会の日程についてでありますが、

お手元に配付の日程案をごらんください。

本日は、商工観光労働部から、宮崎県観光振

興計画の改定について説明をいただきます。説

明時間は10分弱ということですので、皆さんか

らそれぞれ観光に対する御意見をいただければ

ありがたいと思います。

その後に、報告書に係る提言及び次回の委員

会についての御協議をいただきたいと思います

、 。が このように取り進めてよろしいでしょうか

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定いた○黒木委員長

します。

執行部入室のため、暫時休憩いたします。

午前10時０分休憩

午前10時１分再開

皆さん、おはようございます。○黒木委員長

委員会を再開いたします。

本日は、商工観光労働部に御出席いただきま

した。執行部の皆さんの紹介については、お手

元に配付の出席者配席表にかえさせていただき

たいと思います。

それでは、概要説明をお願いいたします。
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。○井手商工観光労働部長 おはようございます

商工観光労働部でございます。どうぞよろしく

お願いいたします。

本日は、お手元の配付資料、目次にあります

とおり、宮崎県観光振興計画の改定について御

説明させていただきます。では、座って説明を

させていただきます。

宮崎県観光振興計画につきましては、神話の

、ふるさと宮崎観光おもてなし推進条例に基づき

本県の観光振興に関する施策の総合的かつ計画

、的な推進を図るために定めるものでありまして

宮崎県総合計画の具現化のための観光に関する

分野別計画として位置づけられております。

計画期間は平成27年度から平成30年度までの

４年間でありまして、今年度で現計画が終了す

。 、るということになっております このことから

社会情勢等の変化を踏まえて、所要の見直しを

現在行っているところでございます。

本日は、この計画見直しについて、現時点で

の骨子案につきまして御説明をさせていただき

ます。

詳細につきましては、この後、担当課長から

説明をさせていただきますのでよろしくお願い

いたします。

私からは以上でございます。

それでは、資料の説明を○岩本観光推進課長

させていただきます。宮崎県観光振興計画の改

定の状況についてでございます。

資料の１ページをお開きください。

まず、１のこれまでの取り組みについてでご

ざいます。

６月の商工建設常任委員会で御報告をさせて

いただいた後に、７月から９月にかけまして県

内各地を回って、市町村の観光担当課や観光協

会と意見交換を行ってまいりました。

その結果を踏まえて作成しました骨子案を先

月末に開催しました２回目の観光審議会に提出

し、御意見をいただいたところでございます。

この資料の２から４までが審議会で説明した案

の概要でございます。

それでは、まず２の課題等の整理についてで

ございます。

（１）は観光業界を取り巻く近年と今後の外

的な要因をチャンスとピンチに分けて整理をし

たところです。

チャンスといたしましては、書いていますよ

うにビザの緩和等によるインバウンドの急増、

ＬＣＣなど航空路線の増便、世界農業遺産の認

定やユネスコエコパークの登録、国文祭・芸文

祭の本県開催、ラグビーワールドカップや東京

オリパラを初めとするゴールデンスポーツイヤ

ーズの到来といったものが挙げられるかと思い

ます。

また、ピンチといたしましては、ますます進

む人口減少や地域間の競争などが挙げられると

ころです。

（２）でございますが、これは統計データや

市町村との意見交換等から見えてきました主な

課題を整理したところでございます。

、 、中身は 人材育成や恒常的なデータ収集分析

あるいは宿泊に結びつく体験メニューづくりや

２次交通アクセスの改善、国内外への効果的な

情報発信やプロモーション、訪日外国人の受け

入れ環境の整備、スポーツキャンプの観客の回

遊性の向上といった解決すべき多くの課題が見

えてきたところでございます。

次に、２ページをごらんいただきたいと思い

ます。

３の計画の視点等です。

（１）施策を推進する上での視点でございま
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すけれども、これまでの計画では、マーケティ

ングに基づく観光地経営といった視点が示され

ておりませんでした。

今後は、こうした視点を関係者で共有し、観

光客数、それから１人当たりの観光消費額、そ

、 、して訪問回数 それをそれぞれ増加させまして

観光消費額の増加につなげることを最終目標に

各種施策に取り組んでまいりたいと考えており

ます。

（ ） 、２ の本県観光の目指す姿でございますが

上記のような視点のもと、多くの来訪者でにぎ

わう観光みやざき、地域経済を活性化させる観

光みやざき、また来たくなる観光みやざきの取

り組みを進めて、最終の目指す姿としまして、

これは仮の表現ではございますけれども、世界

から選ばれる観光みやざきを掲げたところでご

ざいます。

次に、４の施策の方向性でございます。

先ほど御説明いたしました課題等を踏まえま

して、今後取り組むべき施策の方向性を５つに

項目分けして整理しております。

１ の基盤づくりから ３ のプロモーショ（ ） （ ）

ンまでは、基本的な施策の方向性を掲げており

まして （４）の外国人観光客の誘致と（５）の、

スポーツランドみやざきの進化は、今後４年間

で特に重点的に取り組む柱として掲げたところ

でございます。なお、それぞれの中身につきま

しては主なものを例示しております。

まず （１）の持続可能な稼ぐ観光の基盤づく、

りでございますが ＤＭＯを核としたマーケティ、

ングに基づく施策の推進や人材の育成、多様な

産業との連携により、経済循環を促し、稼ぐ観

光地づくりに取り組みます。

（２）のみやざきの強みを生かした魅力ある

観光地づくりでは、滞在時間の延伸や閑散期の

魅力創出につながる観光メニューづくり、受け

入れ環境の整備や周遊ルートの形成、世界農業

遺産やユネスコパークなど、世界ブランドを生

かした観光地づくりなどに取り組みます。

（３）の戦略的なプロモーションでは、本県

の強みとターゲットを明確にするとともに、隣

、県や交通機関等民間事業者と連携を図りながら

効果的なプロモーションを行ってまいります。

（４）の外国人観光客の誘致の強化・推進で

は、東京オリパラ等の飛躍的な交流人口増加の

好機をとらえまして、外国人にとって魅力ある

観光コンテンツづくりや受け入れ環境の整備、

ターゲットに応じた効果的な情報発信などプロ

モーションの強化に取り組んでまいります。

（５）のスポーツランドみやざきの進化につ

きましても、ゴールデンスポーツイヤーズを契

機に、国内外代表チームのキャンプや大規模国

際大会の誘致に取り組みまして、スポーツの聖

地としてのブランド力をさらに高めますととも

に、本県のすぐれた環境を生かしてスポーツ合

宿等の全県化、通年化、多種目化、そして、見

るスポーツ、するスポーツによる誘客をさらに

進めてまいりたいと考えております。

なお、これらの施策の方向性と内容につきま

しては、今後さらに庁内関係部署や関係団体、

専門家の意見、あるいは新たなデータの分析結

果なども参考にしながら、さらに熟度を高めて

まいりたいと考えております。

最後に、５の今後のスケジュールであります

が、今後は骨子案を修正、肉づけして計画素案

という形で取りまとめまして、常任委員会や審

議会の御意見をいただいた後、最終案を来年６

月の定例県議会に提出させていただきたいと考

えております。

説明につきましては以上でございます。
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ありがとうございました。説明○黒木委員長

が終わりましたが、委員の皆さんから質疑があ

りましたら、お願いいたします。

、○井本委員 この観光業界を取り巻く外的要因

機会と脅威と。ＳＷＯＴ分析に似ておるけれど

も、ＳＷＯＴ分析って知っているだろう、スト

ロング、ウイーク、オポチュニティー、スリー

トっていう。それとはちょっと違うという感じ

。 。 、だね ごちゃごちゃになっている 弱みと強み

外的な強み、外的な弱み、それをきれいに整理

せんと、何をしていいかわからんというふうに

なるよ。

だから、脅威はピンチなんて書いてあるけれ

ども、何で宮崎の観光がこんなにダウンしたの

か、昔みたいな新婚旅行者はなぜ来なくなった

のか、その辺の分析なんかは全然できてないわ

けでしょう。

弱みは何なのか、強みは何なのか。そして外

的な要因、外的な強み、弱みは何なのか。その

辺をやっぱりある程度ぴしっと出さんと次が出

てこんと思うとよね。

次の施策の方向性の３番目、戦略的なプロモ

ーションの強み、弱みっていって、その強み、

弱みをはっきりとわかっておらんで、強みは伸

ばし、弱みはできるだけ少なくするという当た

り前のことなんだけれども、そういうところが

ちょっとうまく分析できていないかな、という

気が私はするけれども。どうかな。

計画素案策定の段階でＳ○岩本観光推進課長

ＷＯＴ分析というものも一応、落とし込んでは

みております。

ここでは、強み、弱みといったところで、具

体的に細かな分析までは表現しておりませんけ

れども、今把握し得る限りの分析というものは

一応やりつつ進めていきたいというふうに考え

ておりまして、まだ途中経過の部分もございま

すので、そういったものも今後さらに検証、分

析しながら、さらに熟度を高めていきたいとい

うふうに考えているところでございます。

じゃあ、その分析が決まらなかっ○井本委員

たら方向性が出るはずがない、そうだろう。で

も、ここのところに方向性が入っとるじゃない

か。

しっかりした分析があって方向性が出るわけ

だから、なぜ新婚旅行が少なくなったのか、だ

。めならだめでまた別の方向に考えられないのか

これを見る限りでは、どうもちょっとそういう

分析が曖昧なまま進んでいるような気がするけ

れども。

じゃあ、本県の強みとは何なの。ここにチャ

ンスって書いてあるけれども、恐らくこういう

外的なもの、いわゆるオポチュニティーってい

うやつ、規制緩和とか海外のＬＣＣなんかも、

もう宮崎に限らずでしょう。宮崎独自のストロ

ングっていうのは何なのかそれをはっきり出し

て そして宮崎の弱い点はどこなのかそれをはっ、

きり示して、そして対策をする。

もう一回、私たちにもわかるようにちょっと

その辺をよく示してちょうだい。せっかくあな

たもこうやって勉強していろんな課題が見えて

きて、課題までこうやって書いてある。恐らく

この課題っていうのは、その弱みから出てくる

ものでしょう。

まず、その機会の部分で○岩本観光推進課長

ございますが、本県を取り巻く環境、そして全

国といいますか、いわゆる我が国の観光を取り

巻く大きな環境の変化、そういったものを含め

ての視点でこちらには記載をしております。

この中で、とりわけ本県に関するものとしま

しては、下のほうに書いておりますけれども、
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東九州自動車道が平成28年に宮崎－北九州間が

、 、開通したことですとか あるいは世界農業遺産

エコパークの登録、あるいは記紀編さん1300年

という節目を迎えるということ、あるいは国文

祭、芸文祭の本県開催と想定しております。

それとゴールデンスポーツイヤーズにつきま

しても、本県はラグビーワールドカップや東京

オリンピック・パラリンピックのキャンプ地と

して、今一生懸命取り組んでおりますので、そ

ういったところが幾つかの、もう既に代表国の

探訪が決まったという、そういったところも含

めて強みというふうに考えております。

宮崎の強みといったら、普通は温○井本委員

暖な気候、自然、きれいなところ、そういうと

ころが普通は強みとして出てくるでしょう。

済みません、実はＳＷＯ○岩本観光推進課長

Ｔ分析も最初にやっておりまして、その中での

強みということで挙げていますのが、まずはス

ポーツキャンプの受け入れ実績、有数のサーフ

スポットがあるとか、神話のふるさと、そして

豊富な食材、それから空港から市街地へのアク

セスが非常にいい、そういったところを事例と

して挙げているところでございます。

あと弱みとしましては、やはり認知度がどう

しても低いというところ、ウェブ、いわゆるイ

ンターネット上でも情報がなかなか少ないとい

うようなところでございます。

あと、温泉といったキラーコンテンツ、いわ

ゆる一般的に宿泊に結びつくような、そういう

キラーコンテンツが少ないといったことですと

か、あと日帰り客の割合が多いものですから、

消費に結びついていないといったところ。

あとは大きなものは、宿泊客の繁忙期と閑散

期の差が他県に比べまして非常に大きいといっ

たところもございます。あと２次交通の問題で

すとか、紙面の関係でこちらにはちょっと記載

しておりませんが、本県の統計等のデータなど

も、この課題の検討に当たっては一応分析をし

ておりまして、その結果に基づいて一応導き出

されたもの、それと市町村を７区分に割りまし

て、いろいろお話を聞いた中で、地域の声とし

て上がってきたようなものを、たくさんもっと

あるんですけれども、その中から特に多かった

ものをこちらに課題という形で掲載をさせてい

ただいているということで御理解をいただけれ

ばと思っております。

一応ＳＷＯＴ分析はやったんだろ○井本委員

うと思うけれども、ともかくありとあらゆる情

報をかき集めて、その上でブレインストーミン

グみたいな形で柔軟な発想でやらんと新しいも

のは生まれてきません。ありきたりの政策しか

出てこんと私は思います。

斬新的な、おおっと驚くようなアイデアは公

務員の頭からは私は出てこんと思う。若い人た

ちを集めてやらんと、私は新しいアイデア、斬

新なアイデアは出てこないと思います。そうい

う試みはやってみたの。

実は、この計画の策定作○岩本観光推進課長

業と並行しまして、みやざき観光コンベンショ

ン協会と県と共同で観光にかかわるさまざまな

データ、ビッグデータからいろんなデータの分

析作業というのをやっておりまして、これは宮

崎大学の地域創成学部の教授の方と一緒に、ア

ドバイスをいただきながら、その中でどういっ

た方向性が望ましいのかといった検討作業もあ

わせて進めていたところです。

今後、その分析結果も踏まえて、さらにこの

計画も必要なところは修正していく必要がある

と思っております。それでこのデータ分析に当

たっては、民間の関係業界の若手社員とかそう

平成30年11月30日（金曜日）
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いったメンバーも入って、いろいろとかんかん

、 。がくがく 議論をしてきたところでございます

具体的な施策はどういうふうにやるかという

細かなものについては、それをさらに今度は戦

略という形でこれからつくっていきますので、

この計画はその大元になる、ちょっと抽象的な

表現にはなりますけれども、方向性といった形

で策定をしていくというふうな形になろうかと

いうふうに考えているところです。

今、井本委員が言ったようにチャ○星原委員

ンスとかピンチとか、いつも毎年のようにこう

いう形で、いろんな見方も同じような形でやっ

ているし、どこの県も同じようなことをやって

いるわけです。

そうじゃなくて、私はもう視点を完全に今ま

でと違う形に変えたやり方を今後考えていかな

いとだめだろうと思う。

要するに観光客を呼ぶということは、観光客

に銭を落としてもらう。じゃあ、１泊させたら

どこ、２泊させたらどこ、５泊させたらどこと

か、そういう泊目的で呼び込むためには、どう

いうところが県内にあるのかとか、あるいはそ

の食べ物、宮崎のものを食材を食べさせよう、

おいしいものはいっぱいある、そう言うために

。はどういうふうな形のものをそろえていくのか

あるいは外国だったら、ある国から来てもら

おうと思ったら、その国が目指すものは温泉な

のか、いろんな観光地を回るのか、あるいはス

ポーツとかいろんなものをやるのか、そこの国

の特徴をつかむ。

あと年齢層、小さい子供なのか大人なのか、

男性なのか女性なのか、お年寄りなのか、そう

いうターゲットをどうやったら来てもらえるの

か、来てもらうためのものを準備できるのかで

きないのか、そういうふうなところにもう入っ

ているんじゃないかと思うんです。

ただ、来てくださいって言ったって、どうい

うところに行けばいいのか、何を食べに行けば

いいのか、どこを見て歩けばいいのか、何をプ

レイすればいいのか、呼び込む目的の人たちを

どういうふうにお迎えするか ということをやっ、

ぱり絞り込んでいかないと、こうやって一連で

書いてあることはみんな誰でもわかっているこ

となんです。あとは具体的に、ことしは１万人

ふやそう、10万人にしよう、30万人にしようと

したときに、その目標の人数に到達するために

は、どういうやり方をしないといけないのか、

そのためには県だけでいいのか、あるいは県と

市町村の連携とか、あるいは民間の団体との連

携とか、いろいろやり方はいっぱいあると思う

んです。

だから、そういうものを何をやるか、どうい

うふうにしたら観光客を多く呼び込めるかとい

うその視点に立って、こういうことをやってみ

ようとか、毎年いろんな試験的なものをやりな

がら、いいこと悪いことを判断し、ことしやっ

たことがまずければそれはやめて、また新たな

ものを発想していくとか、そういうふうに毎年

いろんな知恵を出し合ってやっていかないと、

一回来た人をリピーターにさせるには、どうい

うことをせんといかんとか、やっぱりいろんな

目的があると思うんです。

今までと全然違う角度から、そういうふうな

、絞り込んだ形のものや視点を決めていかないと

言葉はもう確かにそうだなと見えるんだけれど

も、どういうふうにそうやっていくか。現実問

題としてどういうふうにするかということを、

やっぱりもう今後考えていかないと、九州管内

どこも同じようなやり方をやっておるんです。

宮崎の強みというのは何なのか、その強みの
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部分をどうやって売り出していくか、やっぱり

そういうことに視点を持っていかないと。外国

人の観光客もふえて、これはもう日本自体が全

体がふえているんだから、宮崎もふえているの

は当たり前であって、じゃあ、宮崎にどこの国

の人、どういう人たちを呼んでくるかっていっ

たら より多く来てもらう人たちをどうするかっ、

ていうことで絞っていかないと。私はこういう

ことをやるのはいいんだけれども、もうちょっ

と具体的な視点でちゃんとターゲットとか、そ

ういうものをにらんだ形のやり方まで入り込ん

でいかないと成果が出てこんのかなと思うんで

すけれども、どうでしょうか。

委員おっしゃられるよう○岩本観光推進課長

に、ターゲットを絞っても、そういうデータ、

分析に基づいてしっかりやっていかなきゃいけ

ないということ、おっしゃるとおりでございま

す。

そういったことで今回この計画上でお示しし

ている資料につきましては、非常に抽象的な表

現で書いておりますので、なかなかその辺のと

ころが伝わりにくいところがあろうかと思うん

ですけれども、今回新たに盛り込んだ視点とし

ましては、この３（１）の部分に書いてありま

、 、すように しっかりとマーケティングをやって

やるべきところに手を打つということをしっか

りつなげていって、しかも、それを結果として

消費額の増加につなげるような施策をしっかり

打っていくんだというのを、これは県はもとよ

り市町村、民間の業界団体、企業も含めて、そ

ういう共通意識を持って取り組みましょうとい

うことを明確にするために、この項目を改めて

。今回新たに追加して設けたところでございます

それとその施策の方向性の（１）にあります

ように、持続可能な稼ぐ観光の基盤づくりとい

う項目をあえてつくりまして、今言いましたそ

の視点を具体的に意識しながら取り組むような

もの、例えばリピーターを確保するためにはど

ういうふうな取り組みをしていかなきゃいけな

いかとか、いろいろ取り組みの個々具体的なケ

ース、場面はあると思いますけれども、その際

の基本的な考え方とか、そういったことをしっ

かりこの（１）の中に落とし込んでいきたいと

いうふうに思っております。

あと、また（２）につきましても、この滞在

時間を延ばすコンテンツ、これもこれまでもそ

ういうことは大事だということは言ってきたん

ですが、現計画においても、そこのところはこ

ういう表現はなかなか使っていないというよう

なところとか あるいは閑散期の部分をどうやっ、

て魅力づけしていって 平準化を目指すかといっ、

たところの視点をやっぱり、これはもう課題か

ら、今回いろんなところからお話聞く中で浮か

び上がり、またデータからも浮かび上がってき

た課題でございましたので、そういったところ

を強く意識しながら、具体的に施策に取り組ん

でいくという、その具体的な部分について、今

委員がおっしゃられたようなところをしっかり

と分析、把握しながら取り組んでいくというふ

うに考えております。

その実際の施策の中身については、これから

先ほど申し上げましたＤＭＯ戦略というものを

今、民間と一緒に、意見をいただきながら策定

することにしているんですけれども、そういっ

た中で、しっかりうたい込んでいきたいという

ふうに考えているところでございます。

それはそういう形でやってもらえ○星原委員

ばいいんだけれども、それを改定するに当たっ

て、国内なら国内で成功しているところは何で

観光客が多く来ているか、そういうのを皆さん
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方がそこの担当に調査に行って宮崎と違うとこ

ろは何なのか、この小さいところにこれだけの

人が集まってくるのはなぜなのか、そういう調

査もして、やっぱり成功しているところあたり

、 、も参考にできるところは参考にして あるいは

そういうことからまた見えてくるものも私はあ

るような気がするんです。

ただ大学の先生が土俵の狭い中で、あるいは

見ているだけで判断するんじゃなくて、外部の

成功している例だったり 富山でもどこでも行っ、

て、今観光客が多いところ、急激に伸びている

ところは全国でわかるわけですから、そういう

ところは何で成功しているのかとか、宮崎には

そういうことはできないのかできるのかとか、

やっぱりそういうところまで学ぶべきところは

学んでやっていく あるいは同じことをやったっ、

てしょうがないので、こういうふうにして観光

客が多くふえてきたんだとなれば、そういった

部分を宮崎でどう応用するか、自然なのか人工

、 、的なのか あるいはつくったりするものなのか

それはわからんけれども そういったものをちゃ、

んと裏づけしてちゃんと見抜いて、せっかく改

定してつくりかえるなら、目先のことだけじゃ

なくて、これから５年先、10年先をにらんだと

きにどうしておくべきかっていうところまで判

断してつくらないと。

改定に当たって ちゃんと調査もした上でやっ、

ています、こういう方向も見せますよという、

あるいは15年先にはこれぐらいのことを想定し

て、そのための種まきを今始めているところで

すっていうことを 地道にやっていかないと 10、 。

年前から今までだって結構やってきているはず

なんです、観光みやざき、スポーツランドみや

ざきっていうのをうたいながらずっとやってき

ているわけですから。

今後、人口減少が進む中で国内だけの観光客

でいいのか、海外から呼び込むのか、いろんな

ことを考えたときには、宮崎の食べ物でも自然

でも何でもいいんだけれども、磨き輝くもの、

本当に見せたいもの、いろんなものをその中身

にしたいときに、よその成功例も私はやっぱり

参考にするところはして、自分のところのオリ

ジナルのものをそこから見つけ出していく、そ

ういうのがやっぱり改定の中で出てこないと。

いろんな話を聞いて 聞いたとおりに改定するっ、

ていうんじゃなくて、現実にそういう方向性を

見つけだすぐらいまでやらないと。

とおり一遍の話だけで本当にいいのか、せめ

て十のうちの三つぐらいは よその県が絶対やっ、

ていないとか宮崎オリジナルの独自なもので、

成功するかしないかわからんけれども挑戦して

みようとか、やっぱりそういう角度を変えたも

のとか、観光分野はそういうものを取り入れて

いくべきだと、そういう気がするんです。ぜひ

また検討してみてください。

全部お伝えし切れて○井手商工観光労働部長

いない状況があろうかと思います 委員おっしゃ。

るとおりのところがございまして、もちろん観

光推進課、観光経済交流局で成功事例や観光客

。が伸びているところの調査もいたしております

これまでの調査に含めまして 本当におっしゃ、

るとおりでありまして、そういうマーケティン

グができる、しかもターゲットを定めてきっち

りと戦略的にプロモーションができる、そうい

う方がいらっしゃるところが伸びているという

ことだろうと思います。

まさに星原委員おっしゃるような観点でもの

を見つめて、どこから誰をどのくらい呼んで、

どこに泊まらせて、何を食わせて、何を持って

帰らせる、そこまでシナリオが描けるような方
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々がいらっしゃるところが伸びているというふ

うに分析をしております。

そういうことも踏まえて、例えばここに施策

の方向性で書いておりますけれども、地域の観

光を牽引するような人材をつくらなければなら

ない、これは前回もお話しておりますように人

材育成の塾を今やっております。そういう人々

がやっぱり地域にいて、うちの地域にはこんな

資源があって、こういうふうに売り出して、こ

ういう人を呼んでこようというふうに、みずか

ら動いて人をつないでいくような人々をつくっ

ていくことが一番大事なんだろうというふうに

思っておりまして、そこは今取り組んでいると

ころを延ばしていくというふうに考えておりま

す。

もう一点は、どういうふうに県が関与するか

といった場合に、特にインバウンド誘客を考え

た場合には 海外に向けた戦略的なプロモーショ、

ンが要るんだろうということで、そういう地域

の方々の動きをきちんと国内外に発信をしてい

く、そのためにはどうしたらいいかということ

をいろいろ考えております。

強みに関して言いますと、特出し、やはりス

ポーツランドみやざきということで、今まで築

いてきたそのスポーツキャンプの成果をどう観

光消費額に結びつけるかっていうところを、い

ろいろ頭を今悩ませているところでございまし

て、こういう点も含めて、我々だけの中の知恵

ではやはり限りがありますので、やっぱり観光

、のプロの方にいろいろ御意見をいただきながら

できましたら宮崎オリジナルの何らかの新しい

施策をこの中に盛り込めないかというふうに考

えております。

ただ、今現時点でこういうことをやっていき

ますというほど煮詰まったものはございません

ので、またいろいろな方のお知恵をかりながら

施策を考えてまいりたいと思っております。

あと、もう一点。人脈をどうやっ○星原委員

てつくっていくかなんです。というのは、高城

には去年まで運動公園にＦＣ東京っていうサッ

、カーチームがキャンプに来ていたんだけれども

ことしから沖縄に行ったんですね。

なぜ逃げていったかっていうと、やっぱりそ

この監督やら、あるいは会社やらそういうとこ

、ろと人間関係を深く持っていなかったんだなと

私はことし以降その方々と話していて、そうい

う思いが今あるんです。

だから呼ぶときは一生懸命呼びますが、来た

、 、 、 、団体なりいろんなところを 県 市町村 民間

、いろんな人たちがいろんな形で逃げないように

やっぱり人脈をしっかりつかんで交流しておか

ないと、どこかよそがそれ以上のことで提言、

あるいは提案してきたりいろいろすると、そっ

ちに移っちゃうわけです。そうじゃなくて、人

と人との関係でつながりを持ったやつは金とか

そういうものじゃなくて、私はやっぱりそこが

大事だなと。

それから、香港との定期便もお金の話が出て

だめになって、じゃあ、どこまで香港航空の人

たちと人間関係をつくり醸成してきていたのか

な、金だけなのかなと私は思う部分があるんで

す。

、 、だから 企業誘致でもそうなんですけれども

来るときは来てくださいって呼び込むときは一

生懸命やるけれども、来た後、１年に１回ぐら

いは確実にそういうところを回って、何か問題

はありませんかとか、何か困っていることはあ

りませんかとか、そういうフォローの部分とか

やりながら人間関係をいかにつくっていくか、

。観光にも私はそういうものがあると思うんです
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やっぱりどこかの国でも、あるいはどこの県

でも、どことやるでも、やっぱりリピーターに

していくためには、そういう人脈をしっかりそ

れぞれ大事につき合っていく。そういうところ

までやっていかないと伸びてこないんじゃない

かと私は思うんです。やっぱりそういうことも

どこかに入れていく必要があると思っています

、 。ので その辺も検討してもらえればと思います

以上です。

この前、飛騨に行って、飛騨は白○井本委員

川と高山が有名なんだけれども 古川の方に行っ、

て そうしたら自転車に外国人やらを乗せてずっ、

と案内するだけ、風景を見せるだけの観光だっ

た。それで今10人ばかり雇って、東大卒の職員

もおると言うたけれども、ほとんどは外国旅行

を経験した人ばかりなんだ。彼らの目から見る

と、我々からすると普通のものも、外国人がこ

んなところに関心があるんだろうな、というこ

。 。とがわかるわけだ それで非常に発展している

でも、最初、夫婦でそこに入り込んだとき、

生活に困ったもんだから観光やろうかっていう

ことになったんだけれども、そのときに県が支

援してくれたらしいんです。それがよかったっ

て言っているんです。そのわずか１年か２年ぐ

らい、要するに最初の出発。よく県も金出した

なと思う。

だからその辺なのよ、要するにベンチャービ

ジネスでも十のうち十が全部当たるわけじゃな

いんです。もう十のうち一つか二つしか当たら

んのです。でも、皆さんの役目は、思い切って

そこに金をぱっと入れるというか、それができ

るかどうか。皆さん方が直接観光やるわけじゃ

ないから、枠組みをつくられるわけだから。だ

から、そのときにそういう人材を育てるという

のは本当に大切だと思う。それができるかどう

かです。

だから、もう一つここで私が注文したいのは

プラットフォーム、ここはＤＭＯは書いてある

けれども、プラットフォームについて何も書い

ていない。

やっぱり、みんなが集まってごちゃごちゃの

中から新しいアイデアが出る 今 プラットフォ。 、

ームと言われておるけれども、そういうものを

つくることも私はちょっと考えてもいいんじゃ

ないかという気がするんです。

satoyama experienceの話○岩本観光推進課長

があったと思いますけれども、行政支援という

ところで、ひとり立ちはなかなか最初から難し

いというところで、非常にタイムリーに事業支

援をされたわけで、社長の山田拓氏が私どもの

人材育成創生塾の講師もしていただいておりま

す。そんな中でお話も伺っております。

先ほど専門人材の意見も参考にというふうな

星原委員のほうからもありましたけれども、こ

ういった塾の中で山田桂一郎先生とか そういっ、

た方々の意見も聞きながらやっていきたいとい

うふうには思っているところでございます。

プラットフォームというところで、まずはそ

のＤＭＯであるみやざき観光コンベンション協

会が中心を担うということになろうかと思いま

、 、すけれども 一方でその人材創生塾の中で塾生

これは地域の観光地づくりのリーダーシップを

発揮していただけるような人たちを育てるとい

う趣旨がございますので そういった方々のネッ、

トワークづくりというのもこれから重要になっ

てくるのではないかと思います。

その中で、それぞれの地域を踏まえた意見を

ぶつけ合いながら、よりよい方向に引っ張って

いくようなことができたらいいのではないかと

いうふうには思っているところです。
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観光といえば、もう盛りだくさん○満行委員

なもので、私はこの九州でも最下位のインバウ

ンドをどうするかということ、それもぜひ計画

に盛り込んでいただきたいと思います。何で宮

崎はこんなに少ないのかというところをやっぱ

りどうにかしたいと思うんです。

県外へ行ったり、外国へ行ったりして、いい

なと思って、ちょっとした取り組みなんでしょ

うけれども、非常に旅をしてよかったなという

感動を持って帰ることが多いです でも それっ。 、

て宮崎もやっぱりいっぱいあるんだろうと思う

んです。

ここにチャンス、ピンチってあるんですけれ

ども、どこも一緒なんでしょうけれども、でも

売り方によって全然、魅力に見えたり、ただの

風景だったっていうふうになるのかなと思うん

です。とりあえずインバウンドをすれば、その

情報発信というところをもっと掘り下げてほし

いと思うんです。

それがその全体の観光のどれだけの影響力が

あるかって私にはわからないんですけれども、

ただ、ここに書いてある情報発信力が弱いとい

うところで、やっぱり今ホームページを見て、

我々ももうみんなグーグル検索をして国内外の

エアラインやホテルやらって情報を見るんです

が、外国のホームページを見て、日本語、ジャ

パニーズ・ランゲージっていうところが、本当

に日本人がつくったのかっていうぐらい読みづ

らい。かえってホームページに行って、テキス

トをコピーペーストして翻訳したほうが読みや

すいっていうところもありますので、そういう

対策ってやっぱり必要かと思うんです。

シェラトンとかホリデイ・インリゾートと

かっていうのは これはもうアライランスに入っ、

ているので、これはしっかりした情報発信がで

きていると思うんですけれども、県内でそれ以

外ではなかなか多言語っていうのは難しいと思

うんです。

とりあえず、私は英語がしっかりできていれ

ばいいと思うんです。十何カ国もその言語対応

とかいうのはすごく大変なので、とりあえずは

県内の情報発信はしっかり英語のホームページ

をつくるっていう視点が非常に大事じゃないか

という気がしてならないです。とりあえずそう

いうふうに思うんですけれども、いかがでしょ

うか。

実は先月末に観光審議会○岩本観光推進課長

も開きました。その中でもやはりありましたの

が、委員おっしゃられましたように、宮崎も非

常にいいものはたくさんあるのに、世界に誇れ

るものがたくさんあるのに、やっぱり情報発信

力が弱いと、うまく伝えきれていないんじゃな

いかという声がやはり多かったと思っておりま

す。

そうした中で、特に訪日外国人向けには、基

本的な条件として英語といいますか、多言語と

まではいかなくても、そういう外国の方が情報

を入手しやすい環境づくりというのがまず大前

提になってくると思いますので、これはなかな

か行政の力だけでは立ちいかない部分ではある

んですけれども、そのあたりの意識啓発も含め

てやっていきたいと思っておりますし、また、

今、旬ナビという県の観光ホームページのほう

も大きな改修をしておりますので、そうした中

で、できるだけそういったニーズに応えられる

ように対応しているところでございます。

情報発信っていうのは、何もその○満行委員

行政とか各施設がやるだけじゃなくて、個人、

これがやっぱりすごく大きいと思うんですけれ

ども、島根にある、外国人や若い子供たちを受

平成30年11月30日（金曜日）
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け入れる施設が、どんどん写真撮ってどんどん

発信してね、拡散してねってずっとそう言って

いるんです。それが一番大事かなって思うんで

す。

私もいろいろ情報発信しているんですけれど

も、全然お金要らんわけですよ。本人の意思さ

えあれば情報発信ができる。自分の大好きなお

店屋さんとか施設とかってずっとやっぱり情報

発信をする、みやざきＫＯＮＮＥを推したり、

ずっといろいろやっていますけれども、それな

りにヒットはするんです。英語版だったらもっ

といいのかもしれませんけれども、日本語しか

できないので。

、そういう取り組みもやっぱり県民運動として

宮崎のいいところを情報発信しようという、そ

ういう運動をしたらどうかというふうに思って

います。それは意見なんですけれども、その核

となるＤＭＯの状況 現状 今後をどうするかっ、 、

。ていうところも非常に大きいのかと思うんです

今、宮崎では日本版ＤＭＯが３つぐらいあると

思うんですけれども この現状でいいのか もっ、 、

とふやすべきなのか。

全国もそんなに数的には多くなくて、九州で

も宮崎は頑張っているほうかと思うんですけれ

ども、ＤＭＯの組織、今後どうするかっていう

あたりはどう考えておられるのかお尋ねしたい

と思います。

ＤＭＯにつきましては、○岩本観光推進課長

今現在、みやざき観光コンベンション協会が候

補法人という形での登録になっております。こ

れをさらにマーケティング力や機能を高めてい

。くことによって正式登録ということになります

今その正式登録に向けて、先ほど言いましたマ

ーケティング機能の強化、これは内製化という

形を考えておりますけれども、宮崎大学あたり

と連携をしながら情報のデータ分析、そして、

それを施策、戦略に結びつけるような形のもの

。をやっていきたいというふうに考えております

あと今年度初めての取り組みとしまして、民

間の大手旅行会社を退職された方にＤＭＯ推進

プロデューサーをお願いをして、この方を中心

に体験型のメニューづくりというのを県北地域

を中心に今やっておりまして、既に53メニュー

ほど、県北の９市町村が連携してメニューづく

、 、りをやりまして これを旅行会社等へ提供して

販売を始めたというようなことでございます。

そういった取り組みを今後、県下全域にも広げ

ていきたいと考えております。

県内にも市町村レベルでのＤＭＯというのが

徐々にできつつあります。高千穂につきまして

は観光協会がこれはもう正式登録されています

ので、こういったところ、県内でのリーディン

グケースというようなものもありますので、そ

ういったところをさらに県下にも広げながら、

県全体の底上げを図っていく必要があるかと考

えているところです。

もう一つ、官と民の役割っていう○満行委員

のも、もちろんそれぞれあると思うんです。民

が当然やっていただきたい、それを官が支援を

するっていう部分は望ましい姿かと私は思うん

。 。です ぜひその県内の展開もしてほしいんです

通貨の対応、今世界中がクレジットカードなり

キャッシュレスの世界ですけれども、日本は突

然現金なんです。これがやっぱり外国人から見

ても不便なのかなという気がして、どんどん世

の中はすばらしくなっていて、きのうＪＡＬが

グローバルウオレットとか何とか言って15通貨

ぐらい買えるとかって、いろいろ進んではいる

んですけれども、東南アジアに行くと、行商の

おばちゃんでもＱＲコードみたいにしてピッ
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ピッって本当に目の前でやっていると、ここ日

本って大変だなって思うんです。

消費税の対応とかもいろいろ言われておりま

すけれども、やっぱり通貨をどうするのかって

いうのは、今、宮崎空港にも両替機置いていた

だいていますけれども、これもどこかで考えて

対応してほしい。他県に負けないように宮崎で

もしっかりその対応ですね。

せめてクレジットカードは使える対応とか、

どこかでやらないと音頭をとらないと、これは

民間ばかりに任せてもやれないのかなと思うの

で、そのあたりの見解をお尋ねしておきます。

いわゆるキャッシュレス○岩本観光推進課長

化ということだと思います。この辺につきまし

ては、県と商工会議所等、いろいろな民間団体

とも連携して、特に中小事業者さん向けのいろ

んなセミナーを開催したりということで意識啓

発には努めている段階ではございます。

来年のラグビーワールドカップ、再来年の東

京オリンピック・パラリンピックというところ

、 、を視野に 最近はいろいろと金融機関ですとか

そういう専門の事業者さんあたりもキャッシュ

レス化の推進に向けて県内の中小企業さんあた

りにも働きかけといいますか、そういった動き

も出てきているようでございます。

。なかなか一気に進みにくいのかもしれません

なかなか行政が直接には立ち入りづらい部分は

あるんですけれども、そういった情報の提供と

かいうことを今やりながら、意識啓発を中心に

対応をしているところでございます。

今言ったことがぜひ振興計画の中○満行委員

に問題提起として、課題として、やっぱり盛り

込んでいただけたらと思っています。

以上です。

質疑になるかどうかわかりません○松村委員

が、テレビの「ＹＯＵは何しに日本へ？」って

いう番組なんですけれども、これはもうほとん

ど個人的な旅行なのかわかりませんけれども、

この間は習字の筆のすずりをつくっているマイ

、スターのところを訪ねるっていうやつがあって

すずりだけじゃなくてほかも一緒にやっぱり筆

なんかを見て回るんですけれども、文化という

か、そこにしかないものとか、何かそれを訪ね

たくなるみたいなところがあるのかな。もちろ

ん団体旅行もあるし、かといって日本語がしゃ

べれるわけではないだろうけれども、その職人

さんたちも どこからだっけ、東ヨーロッパ─

から来て 話せるわけはないんだろうけれど─

も、言葉がどうだというよりも、そこに行きた

いのか、誰と会いたいのか、何をしたいのかっ

ていうのが一番の目的であって、そこに行きた

いとか何をしたいとかいうところを、やっぱり

しっかり掘り起こす。

ちょっと前はよく使っていたのが、これまで

の観光資源の掘り起こしだったり、磨き上げと

か言っていたけれども、そこを磨いているのか

、 、なと 掘り起こしているのかというのがあって

。もともとの観光というのはなかったわけだから

、お伊勢さん参りに行くという国民の方がいて

そこから観光が生まれる。そして、人がそこに

行くためには泊まるところもないといかんし、

たくさん餞別もらったから せっかくだから買っ、

て帰らないかんというところですよね、観光っ

て。

その観光地のメッカをつくろうとしたのが岩

切章太郎さんで、やっぱり日本人ってそのころ

は貧乏だから、何もない宮崎県に日本のハワイ

をつくったわけでしょう。これはハワイは体験

型かどうかは知らないけれども、やっぱり風景

をつくったわけです、風景という観光資源を。
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風景をつくったけれども、ところが沖縄とハ

ワイに行くだけの金が日本人全部にできちゃっ

て、そして新婚旅行も含めて、日本の宮崎の観

光という岩切章太郎の遺産をもう食べつくし

ちゃって、その後、新しいまた観光地づくりを

されたわけでしょうけれども 温泉がないよねっ、

ていう宮崎県の言い訳をいつもしながらやって

きて、いくら相手もいろいろＳＮＳしたって、

おいしいものがありますよって言ったって、そ

こに来るきっかけづくりっていうのがないと、

やっぱり観光の浮揚っていうのは難しいと思う

んです。

相変わらず宮崎はインバウンドというか外国

、 。人旅行者は佐賀と一緒で ずば抜けて最低です

熊本、鹿児島はもう100万人近い、70万人、90万

人っていって、一方で宮崎県は20万人です。こ

れはもっと差が続いていきます。いいなと思っ

たらまた次にお客連れてくるんで。宮崎に来た

人がもう一回来たいと思えば、20万人が宮崎に

来るんです。

、それと長期滞在型で観光を紹介していくって

宮崎県がそれにたえ切れるかなんです。連泊し

てまでそこの観光資源があるか。今唯一ある強

みというのはスポーツ観光だけ、だけって言っ

たら失礼だけれども、掘り起こしてないから、

観光地つくってないから。スポーツランドみや

ざきだけは、これは九州の中でも、ずば抜けて

すごいと思う。

やっぱり、ずば抜けているところをさらにど

う投資するか、こっちのほうがまだ投資効果が

ありますよ。ないところにつくっていくってこ

れは難しいです。投資しても投資しても、これ

と同じことを、ＤＭＯだって何だって九州管内

で全部同じことをやっていますから。もちろん

基本計画も全部つくって改定もして、それぞれ

外国人のおもてなしをしている。

それぞれの地域が、自分達の県は食材はおい

しいですって言うけれども、僕らでも日本中ど

こ行ってもおいしいですもん。東北に行って、

地元の食材はうまいなと思う。そうすると、宮

崎に来て地鶏やらうまいなって、ちょっと僕ら

も宮崎いいですよ、うまいですよって言うんだ

けれども、よそ行ってもうまいんです。

だから、食でお呼びするっていうのは相当、

来ていただくきっかけとかがあって、さらに食

というものに満足して帰っていただくというと

ころがあると思うんです。だからターゲットに

ついて、さっき年齢層とか目的とか言ったけれ

ども、そういうところをしっかりしておかない

といけない。

あと、もう一つは、ないものをつくる、例え

ば温泉をつくろうっていったら相当費用要りま

すよね。でも新陳代謝をしてつくらないと。神

社とかも、もともとないところにつくっている

んです。神社をつくって、門前町ができたって

いう、歴史が何百年前につくっているかもしれ

ないけれども。じゃあ宮崎が何で呼べるかって

いうと、ここしばらくはやっぱりスポーツラン

ドかなと思う。

ただ、スポーツランドも、いつまでもゴルフ

で韓国から来ないと思います。温暖化しちゃう

と 冬でも韓国でゴルフはできるかもしれないっ、

ていう時期になるんです。

今、韓国からお見えのお客様が冬のゴルフを

。 、満杯にしています お金が落ちるかっていうと

系列のゴルフ場と系列のホテルにだけ落ちる。

宮崎に泊まろうと思っても観光旅館がないから

全国チェーンのビジネスホテルなんです。だか

ら、宿泊業で消費額の引き上げっていうけれど

も、お金が落ちるのかって思う。何泊しても、
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どこかジェイズのゴルフ場行って、韓国系のホ

テルにおって、そして３泊４泊ゴルフして帰っ

ていくんです。飛んでいる飛行機はアシアナ航

空だったか何かわからないけれども、あそこは

。韓国からの外国人数はかなり伸びていますから

宮崎の観光消費額に本当に貢献していって産業

の柱になるか。来ないよりはいいけれども、そ

この中身をもうちょっと考えていかないといけ

ない。

株式会社宮崎観光というぐらいの発想で、ど

こに投入したら10年ぐらいで投資額に見合う回

収ができるのか。青島はたしか温泉を掘ってい

。 。るんですよね 自噴する温泉じゃないけれども

宮崎の温泉地っていうと京町ですよね。宮崎の

温泉地ですけれども 「京町っていったら鹿児島、

」 、かと思いました というお客さんの声もあって

あそこも一生懸命努力されているんでしょうけ

れども、余り言うと言葉を選ばんといかんのだ

けれども、本当の温泉地としてよそと競合して

勝てるような温泉地かっていうとわからない。

青島なんてロケーションすごくいいんで、せっ

かくあんな温泉掘っているんだったら、宮崎に

も温泉がありますっていうところをもっとアピ

ールするっていうのも必要です。温泉がないっ

ていうイメージでいっているんで、温泉なん

て1,000メーター掘れば、当然宮崎中どこでも出

るんだから。そして温泉を掘るためには１億円

かかるっていったら、宮崎県内に20億円かけれ

ば20の温泉地ができるっていう発想にもなるわ

けです。

だから、やっぱり観光地もつくらなきゃ。行

きたいところ、そそるようなところをふやす。

そういうものがないんだったら、１週間やら10

日の期間で人が流れ込むようなリオのカーニバ

ルのようなのをつくっちゃう。だから、強みと

投資効果と投資した分のバックがどれくらい

返ってくるかっていうところと、それらが返っ

てくる受け皿が宮崎の地元のホテルや商売、お

土産だったりいろんな食品が売れるっていう、

その受け皿を用意してもらわないと。幾らたく

さん来てもみんなどこかの全国チェーンのビジ

ネスホテルが宿泊地になっていてというところ

もあるので、表面的な、例えば鹿児島に行って

も同じ計画書があったりっていうような感じが

する。そういうところを、会社を運営するんだ

というような視点でやっていただきたい。宮崎

らしい観光推進計画、株式会社宮崎観光会社っ

ていうぐらいのイメージでやってほしいです。

倍増、これは当たり前ですよね 「マーケティ。

ングに基づく観光地経営」って言葉はそうだと

思う 「世界から選ばれる観光みやざき 、何か。 」

ちょっとこれターゲットがでか過ぎるんじゃな

いか。まず、日本の皆さんに選ばれる宮崎、ド

メスティックなところっていうか、御近所から

選ばれたい、御近所から好きになってもらった

りしないと、やっぱり世界には来ていただいて

満足してお帰しできないと思うんですね。質疑

、 。でも質問でもないんですけれども 済みません

スポーツラン○丸山スポーツランド推進室長

ドの関係で激励のお言葉をいただきましてあり

がとうございました。

今回の計画の中で、スポーツランドの関係で

は政策の方向性として、スポーツランドの進化

という言葉を使わせていただいております。ま

さに委員から御指摘がありましたように、今ス

ポーツランドっていうのは宮崎の観光の大きな

強みであり、これからさらに伸ばしていかなく

ちゃいけないという思いを込めて、この進化と

いう言葉を表現しているんですけれども、今ど

う取り組んでいるかというのが大事かと思いま
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す。

６月の特別委員会でも御紹介させていただい

たんですけれども、昨年、スポーツ観光の実態

調査を行いまして その中でやはりプロ野球キャ、

ンプに来られるお客さん、相当いらっしゃるん

ですが、その方がなかなか県内の観光地とかそ

ういうところの周遊性が低いというような状況

があって、そういったものを課題に掲げさせて

いただいて、ここをいかに改善していこうかと

いうところで、来年に向けてプロ野球を紹介す

るパンフレットの中に、より県内各地の魅力を

紹介できるような工夫ができないかとか、そう

いったことを市町村と一緒に今検討を進めて

いったりしているところでございます。

それから、新しい視点ということで御指摘が

ございましたけれども、ちょっと御紹介になり

ますが、ことし、フランスから武道、剣道の合

宿をいただきました。

この経緯といいますのが、宮崎の鵜戸神宮が

剣法発祥の地ということで、それが御縁もあっ

て宮崎を選んでいただいて合宿になりました。

宮崎で一生懸命頑張っていらっしゃる剣道の先

生もいらっしゃるんですけれども その縁もあっ、

てつながっているんですが、今、スポーツ庁の

ほうが武道ツーリズムということで、今全国に

向けて新しいツーリズムとして売り出せないか

というような打ち出しがありまして、まさに宮

崎は武道ということでいえば剣道、それから旭

化成の柔道とか、新しい切り口というのもある

んじゃないかと思っております。

そういったことが新しい施策に生かせないか

というようなことも含めて、スポーツランドの

進化というのをこれから検討してまいりたいと

考えております。

先ほど委員からいろいろ○岩本観光推進課長

な御指摘いただいたんですけれども、その中で

、「 、やはりブランディングといいますか ここだけ

今だけ、あなただけ」という、よく言われる言

葉がございますけれども、その宮崎ならではの

ものをしっかりとブランドとして差別化を図り

ながらやっていくっていうのは非常に大事なの

かなと思います。今、室長のほうからありまし

た武道ツーリズムとか、そういったものもしっ

かり光を当てて、これから取り組んでいく必要

があるかと思っております。

あと、例えば、新しいものをつくるっていう

のもあるんですけれども、先ほど井本委員のほ

うから里山ツーリズムの話もありましたけれど

も、いわゆる何気ない日本の日常っていいます

か、そういったものがやっぱり外国にとっては

すごく新鮮に映るといった話もありますけれど

も、ただ、そこにあるのはやっぱりおもてなし

とか、その相手のニーズをしっかり捉えて、本

当にきめ細やかなサービスをつけ加えることに

よって、それが磨き上げられて特別なものにな

るというようなこともありますので、そういっ

たソフト面の対応も含めて、これからしっかり

と取り組んでいく必要があるのかなと思ってい

るところでございます。

特に、スポーツランドみやざきっ○松村委員

ていうのはやっぱり大きな財産だと思います。

スポーツの聖地ということで、フランスの剣道

の合宿のきっかけが鵜戸神宮っていうことで、

剣道は都城も西都もありますし、その武具って

いうのもあるでしょうし、剣道人口は日本の人

口よりフランス、ヨーロッパのほうがもう多い

という時代になっている。４、５年前に私も一

般質問でしたこともあるし、空手がやっぱり沖

縄っていうことで、世界中で沖縄を聖地で訪ね

てくるっていうお話もさせていただいた。多田
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さんですよね、もともと多田産業っていう剣道

、の武具をつくっていたところなんですけれども

フランス、ヨーロッパ、イタリア、そのあたり

で剣道の発信というか、それで頑張っていらっ

しゃいます。

そういういろいろとマニアックなところって

いうのは、今言ったようにいっぱい何かありそ

うなので、それをさも世界一にしてしまう、先

にしたほうが勝ちっていう世界なので、これは

時期を逸すると、いや、うちが本家ですってい

うところが必ず出てくるので、これはもうしっ

かり取り組んでいただきたいです。

先ほどの武道の話で、今、宮崎も○日髙委員

空手って言ってもいろんな派があるんですけれ

ども、それが一つに集まって、沖縄で空手発祥

地っていうことで、国際通りで、もう大勢の人

たちが空手の演武やったりされるんです。それ

をまた宮崎でやりたいっていうような、何かい

ろんな発想があるみたいなので、ぜひまた一緒

に取り組んでいただきたいと思います。

また別件なんですが、記紀編さん1300年、宮

崎県は取り組んできたんですけれども、その効

果とかいうものを改めて聞かせていただきたい

と思って質問です。こんなものに取り組んでい

ただいて こんな効果がありましたと もしあっ、 、

たら。

あれは担当部局が･･･。○黒木委員長

担当が違いますね、済みませんで○日髙委員

。 、した 今ちょっとこの前聞いたんですけれども

キリストが生まれて2018年じゃないですか、日

本ができて2678年も本当に歴史が長い中で、日

本の人たちは本当にクリスマス、建国記念日よ

りもクリスマスが本当にメジャーでお祝いされ

ていますけれども、やっぱり日本人としては建

、 、国記念日 日本は神武天皇がいらっしゃるので

そこで建国記念日を本当に宮崎の人たちはお祝

いする。

例えば、歴史を語る上で宮崎県はすごい歴史

がある中で、それを語れる人っていうのは県内

の中に本当に少ないと思うんです。例えば小学

生でも神武天皇の発祥なんだというところも知

らない部分とかあると思うんですけれども、実

際やっぱりそういう歴史っていうのを小学生、

誰でもその部分わかるんだよというような県民

性をつくることによって、それがまた観光にな

るんじゃないかと、記紀編さん1300年があった

中でもったいないなと、そういうことをちょっ

と思っていたので。

今、本当に神社をぐるぐる回る方が、どんど

ん新たにふえているというふうに聞いておりま

すので、そういう部分にも観光として取り組ん

でいただけたらという要望です。

いろいろと議論聞かせていただい○二見委員

て思うんですけれども、一つやっぱり僕大事だ

なと思っているのは 今回の資料を見るに当たっ、

て、やっぱりこの最初の課題の整理とかも大事

なんだと思うんですけれども、ここら辺ってい

うのは、あくまで本県がおかれている現状の環

境の分析でしかないと思うんです。

やっぱり政治とかで必要なことは、目標をつ

くることがまずあって、それに向かっていくと

きに、この環境の話がでてくるだけのことかと

思うんです。まずはどうしたいのと、この宮崎

の観光をどうしたいのと。こういうふうに変え

たいというものがまずあって、そこにいろんな

方向から登る山の山道というか、登る道がある

、 、んだと思うんですけれども それを探すときに

こっちの情報っていうのがただあるので、まず

はどうしたいというところから入らないといけ

ないんじゃないかと思うんです。
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ずっとこう話聞いていたら、この３の計画の

視点の（１）の部分がその目標のような話かと

思うんですけれども、本当に大きな目標はここ

なんだろうと思います。ただ、いろんな海だっ

たり、山だったり、スポーツだったり、いろん

なそれぞれの分野があって、それぞれがやっぱ

り目標を持って、それに向かっていろんな課題

があって、これを克服していかないといけない

んだというのを探すときのツールは、やっぱり

こっちの環境の要因の部分でしかないんだと思

うんです。

ちょっとこの指標は次の計画に向けてという

ことであったので、前回の現計画のほうを見さ

せてもらったら、この３章のところに計画の目

標で、基本目標は、本県の観光資源を生かして

観光メニューをつくって、快適な受け入れ態勢

、 、の整備を図って 観光客を国内外から誘客して

地域経済の活性化につなげますと、これ何の具

体性もないじゃないですか、もちろん基本目標

なので。

その次に、数値目標があって、観光客数、延

べ宿泊数とかそういった統計データがある。そ

の次に出てくるのは、もうこの基本的方向って

いう、こっちの資料でいうと４の施策の方向性

ですね、もう、これがぱって出てくる。方向性

が出る前にまず目標があるでしょうと。

今のこの現段階で、今の宮崎の現状をずっと

把握してきた上で、今やらなければならない目

的っていうのはこうなんだっていうところをま

ず打ち出して、そこから方向性に入っていくん

じゃないのかと思うんですけれども、いかがで

しょうか。

僕はまずその目標があって それに対するやっ、

ぱり方向性なんじゃないかと思うんですけれど

も。いきなり方向性から先に入ってくるってい

うのは、まず目標がわからない状況で各施策に

入っていってしまうんじゃないかと思うんです

けれども。

目標をというのは、おっ○岩本観光推進課長

しゃられるところはそういう部分もあろうかと

思いますが、ここで今回、資料の３で視点とい

うことで入れております。最終的には、この観

光というものを本県のリーディング産業といい

ますか、そういう重要な産業として発展させて

いきたいという考えがあろうかと思います。

、その際のやっぱり目指すべき目標というのは

ここにありますようにいかにその観光消費額を

ふやすか。これも移出ではなくて、ちゃんと地

域の中でそのお金が回るような仕組みのような

ものを、姿をつくっていくかということではな

いかと思っております。

その下の 目指す姿というところではそういっ、

たものを、ちょっとかみ砕いた表現で書いてお

りますが、多くの来訪者でにぎわうとか、地域

を活性化させると、また来たくなるというのに

置きかえて、最終的には、世界から選ばれる、

これは仮で上げておりますけれども、この中に

はやっぱり県民の地域に対する誇りといったよ

うなものも思いとしては入っているのかという

ふうに考えておりますが、その両方、課題から

の積み上げと、それとこうあってほしい、観光

消費額をいかにふやすかという視点での取り組

みといいますか、目標といいますか、その両方

からやはり捉えていく必要があるのかというふ

うに思っているところでございます。

観光産業の活性化っていう点で消○二見委員

費額をふやしたいというふうにおっしゃってい

るんだと思いますけれども、もしそれが目標で

あれば効率性を上げるっていうことも絶対入っ

てこないといけないですよね。売上は変わらな
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くて、人件費とか経費が下がったんだったら、

もうかるような観光になりましたと。そういっ

たものも入ってこないといけないんじゃないの

か。

ＩｏＴが入ってきて、あそこの赤福売ってい

るところかなんか、ずっと過去５年、何年かの

その日の集客数がどれくらい、天候、曜日とか

のビッグデータを使って、きょうは何人ぐらい

のお客さんが来るとか、そうすることをはじき

出した上で準備をすれば、お客さんに提供する

時間も短くなった、そして廃棄する食材も少な

くなったからよくなった、仕事もその時間帯だ

けに集中してやることができるようになったの

で残業がなくなったとか、さまざまな意味での

観光の振興の方向性としては、そういったもの

の取り組みも絶対必要になってくるんだと思う

んです。

じゃなくて、やっぱりこの観光でにぎわう人

をつくりたいとか、活性化というのも、地域経

済の活性化にも今言ったようなところも入って

くると思うし、また来たくなるっていうんだっ

たら、何で来たくなるのかって、魅力は何なの

かと、そこはやっぱりはっきり打ち出す必要が

あるんだと思うんです。

さっき言われたように温泉があるとか何かの

目標がある、ゴルフがある。そういったところ

に目標をしっかり定めて、その上で、じゃあこ

れを伸ばしていくためにはこれが必要だ、これ

をしていかないといけないということだと思う

んです。

だから、その目標の段階が余りにも大きすぎ

る。それは観光消費額をふやしたいなら、人が

、ふえれば消費額がふえるかもしれないけれども

本当にそれが本県の目指すべき観光の将来像な

んですか。

宮崎って言ったときに僕たちが目標としない

といけないことは、日本国の人、外国の人たち

から宮崎っていったらこういうところだよねっ

て思われるものをつくるのが目標なんじゃない

ですか。暖かいところだよねと、景色がきれい

だよねと、ゆっくりできるよねと、そういうと

ころを目標に据えないといけないんじゃないか

と。あとはそれを運営していくに当たって各企

業が経営努力とかもしていかないといけないで

しょうし、そういうイメージをつくることがで

きないと、旅行先としても選ばれないんじゃな

いですか。

議員御指摘のとおり○酒匂観光経済交流局長

だと思います。宮崎が選ばれるためには、まず

は宮崎の魅力がまずそこにあって、世界の観光

地の中から選ばれる、そういう宮崎づくりが必

要だと思っております。

私どもも観光振興計画の大前提としてあるも

のは、やはり観光が大きな本県の産業であると

いうところで、そこに暮らす人々にとっても観

光を通じて交流することによって、自分たちの

魅力を改めて認識し、自分たちの郷土に誇りを

持つという意味もあります。

そういったことで本県としては観光を大きな

柱として捉えて、今回ずっと進めておりました

し、今回の新たな計画の中にもしっかりと打ち

込んでおります。

今回、特に前計画と変わっておりますのは、

マーケティングに基づく観光地経営ということ

で、それぞれの観光地の地域づくりであろうと

我々は思っております。一観光事業者だけがも

うかるという話ではなくて、いかにその地域に

来ていただくか、いかにその地域の魅力を住民

の方がみんなでつくり上げて発信していく、そ

の中で生き生きとした地域をつくっていくとい
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うのが目標だろうと思っております。

そのために、ちょっと下品な言い方でお金を

稼ぐ、観光消費額を稼ぐというのがありますけ

れども、やはり因数分解いたしますと、いかに

まずお客様に来ていただくか いかにお金を落っ、

ことしてもらうか、もう一回来ていただくか、

その因数分解を掛け合わせたものが観光消費額

という数字になってまいります。

これをいかに自分たちの地域に持っていくか

を地域づくりとしてみんなが考えていくと。そ

の中で、今までなかったマーケティングの

今1,500万人ほどが毎年来ておりますけれども、

それぞれ先ほどあったような目的を持っておい

でになっておりますので、では、どういう目的

でおいでになっているのか、そのまた目的づく

りも、また新たにつくっていかなきゃいけない

という御提案もありました。

そういったものをしっかりと受けとめて、私

どもとしてはここに説明のほうをずらっと書い

ておりますけれども、こういったものを総合的

に、県だけではなく市町村、民間団体等も含め

て、一つの地域づくりとして取り組んでいきた

いと考えているところでございます。

なるほど、そのやっぱり地域地域○二見委員

で、やっぱりそういう本県の持っている観光資

源というのは違うでしょうから また分野によっ、

てはある程度広域で、また、ものによっては本

当にピンスポットでというのもあると思うんで

す。

なら、なおさら、やっぱりそういったところ

をこの計画の中で表現していくっていう必要性

もあるんじゃないですか、いかがですか、山な

ら山のほうでやるようなこと。

ましてや、その交流するって言ったって、な

かなか北から南から全部行き来するっていうの

も実際問題なかなか大変じゃないですか、県内

に住んでいる我々でもです。

だから、その地域経済を支える、観光資源を

支える人たちがどういった規模でここにいるの

かとか、そこ辺を把握しながら、今おっしゃら

れたような、それぞれの地域の観光の魅力を伸

ばしていくんだっていうところをやっぱりイメ

ージでつくっていくためにも、基礎的な考え方

の中には必要なのかなと思うんです。

そういったところから、まず目標を、目的が

やっぱりあってこその方向性だと思いますけれ

ども、もうちょっとそこら辺をわかりやすく示

してもらえれば みんながイメージしやすくなっ、

てくると思うんです。ゴルフならゴルフでこう

いうふうに進めていくとか、ゴルフだけに絞っ

たのがいいのか、ほかのスポーツもまとめてく

くっていったほうがいいのか。そこ辺もいろん

な検討は必要なんだと思うんですけれども、ま

ずそういうふうにしていったほうがいいかと僕

は思いますけれども、どんなでしょうか。

今、委員の御指摘のあっ○岩本観光推進課長

、 、た点につきましては この施策の方向性という

そういう５項目が上がっておりますけれども、

それぞれの中で具体的に地域の特色を生かした

とか、そういった形の中で具体的に記述してい

きたいというふうには思っております。

特に、この（２）の宮崎の強みを生かした魅

力ある観光地づくりというところで、それぞれ

の地域の特色とか、そういったところに焦点を

当てた形の表現といいますか、そういったもの

になるのかというふうに思っております。

これはもう答弁いいんですけれど○二見委員

も、やっぱりそういう目標の絵があって、それ

にどれだけ近づいたのかっていうところがやっ

ぱり表現できるような計画にしていって、この
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計画が終わったときにそれがわかって、新たな

次のステップに行けるときの踏み台になるよう

な計画にしていただきたいと思いますので、よ

ろしくお願い申し上げます。

この前、島野浦のほうに、民泊の○太田委員

お宅に行かせてもらって、非常においしい昼食

と、もてなしもなかなかでありました。

県北では、延岡でマリンスポーツ、ダイビン

グ関係で一生懸命頑張っている人がおって、私

も見ていると何か活性化しているなという感じ

を受けるわけですけれども、日向でもサーフィ

ンとかですね、その辺全体あるいは県北でもい

いんですが、なかなかやっているなという感じ

がするんです 民泊とつながって 島野浦に渡っ。 、

てもらうとか、うまくできるといいかと思うん

で、県北を見られて、いいぞ、よくやっている

ぞというような取り組みや、その辺の何か明る

い展望みたいなものはありますか。

今委員のほうからありま○岩本観光推進課長

したけれども、島野浦については本当にいろん

な取り組みを年間を通じて、若手メンバーを中

心に、特に漁業経営者の後継者、若手を中心に

もう本当にやっております。

あるいは民泊のほうも、最近は西諸県中心に

でしたが、広がりを見せておりまして、西都で

すとか、あるいは県北、延岡あたりも始まって

いる取り組みもあります。あとは高千穂の秋元

集落、今、宮崎日日新聞のほうにも連載で書い

ております。ああいった地域ごとの取り組みと

いうのも徐々にふえてきているなというのを実

感しております。

今後は、そういった取り組みを私どもその人

材育成塾という活動を通して、専門家の方とか

ネットワークができましたので、そういった人

材も生かしながら、そういう地域ごとの取り組

みを応援していくようなことができないのかな

というようなことも今考えているところです。

、○太田委員 あと２つほどあるんですけれども

資料の２ページのこの図式の一番上です。これ

当たり前のことなんだけれども、この方程式み

たいな掛け算が、よく表現しているよね。なか

なか当たり前のことだけれども、これをみんな

が県民も含め、商売人も私たち議員もこの関係

で政策提言しながら、ここをやったほうがいい

ということを議員の側も言っていかないかんの

かなという意味では、よくわかりやすい図式だ

と思いました。

それで、先ほどの質問と関連するような聞き

方をしたいんですが 小川の作小屋とかあるじゃ、

ないですか、あそこなんかも日本人の生活、今

までの過去の生活の様式から見たら何かノスタ

ルジックなところで、老人クラブあたりの人た

ちが行ったりしているのかなとか思ったりする

んですが、あの作小屋あたりのその辺のテーマ

でのところがうまく回っているのかなと思った

りして、そこはどう思われますか。

西米良でしたかね、あそこら辺がうまくみん

なの気持ちと日本人の気持ちと合って観光客が

ふえていくとか、地元の活性化につながるとか

いうふうになるといいなと思って、ちょっと新

聞報道もされたものだから、今の現状はどうか

と思って。

あそこも日本人としての何かが上手く活性化

されて回帰するというか、何か老人クラブの人

たちがバスを貸し切って行っているとかいうよ

うな話やら聞いたものだから。

具体的な最近の状況は○岩本観光推進課長

ちょっと把握しておりませんが、作小屋の小川

地区というのは、東米良の奥のほうにあって非

常に交通的には不便なところですけれども、地
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元の主婦の方などを中心に、お弁当とか昼食を

いろんな９皿ぐらい地元でとれた食材を使って

提供していたりとか、あるいは昔の物語といい

ますか、地元の民話なんかの語り聞かせ、読み

聞かせとか、そういったことに取り組んでおら

れたと思います。

まさにその地域ならではのストーリーといい

ますか、そういったものをまさに先ほど言いま

、「 、 、 」したけれども ここだけ 今だけ あなただけ

という取り組みの一つではないかと思っていま

すので、聞くところによりますと、特に外国人

の方はそういったものに目標があれば幾らへん

ぴなところにあっても行くんだというような話

も山田先生がたからも常にお聞きしているとこ

ろでございます。そういったところをやっぱり

、これからもうちょっと光を当ててといいますか

活用していきたいと思っております。

あそこ近いところにあるともっと○太田委員

いいかなっていう感じはするんですけれども。

、 、 、それと この前列車に乗っていたら ななつ星

列車が横にとまっておったんです。見たら豪華

列車です。かなりの人たちがというか相当な身

分の人たちが乗っていたみたい。何十万円か百

万円かけて乗っているんです。あの列車を見た

ときに、今言われた地域経済循環とかいう意味

で言えば、金持ちから金を吐き出させていると

。いう意味では効果があるとは一応思っています

ただ、この２ページの図式の一番上の、マー

ケティングに基づく観光地経営っていうところ

の２のところ、１人当たりの観光消費額の引き

上げという、これは必要だと思うんです。

ただ、背景に大金持ちじゃない人が、いっぱ

いいる大衆の人たちが、やっぱりこの消費額を

引き上げられるような経済環境があったらいい

がな、という思いで、これはもう回答はないと

は思いますけれども 背景に低賃金の人達がずっ、

と存在してきた中で、皆さん方がこの消費額の

引き上げの政策を一生懸命打ち出しておるとい

うその御苦労に対しては敬意を表しながらも、

、経済的に周りがもっと高まるといいかなという

すると観光もうまく循環するんだろうという感

じがいたします。だから皆さんが苦労されてい

るんだろうと思って、頑張っていただきたいと

思っています。

いろいろ御意見いた○井手商工観光労働部長

だきまして、ありがとうございます。

今お話に出てきました幾つかのところを踏ま

えて、少し答弁させていただければと思うんで

すが、まず北浦のクルージングと、あと延岡の

ほうで頑張っていらっしゃるダイビングの観光

協会にも入っていらっしゃる方とお話をいろい

ろとさせていただいています。

面白い話とすると、延岡の近海で、世界中を

回っているようなダイバーが、世界を回ってい

てもめったに会えないような魚に必ず会えるス

ポットを俺は知っているというようなお話をさ

れました。だから、そこに世界中を回っている

ダイバーがどんどんやってくると。夜は延岡の

居酒屋で飲ませると、赤坂だったらこんな料理

だったら２万円払っても出てこんようなのが、

延岡だったら3,500円から5,000円の間で食える

と。これは非常に誘因効果が高いとおっしゃっ

ていました。

逆に、観光推進課長の話に出ました高千穂の

秋元集落、今、宮日新聞で連載されていますけ

れども、あそこに泊まると、大体普通の時期だ

と7,000円から9,000円、繁忙期だと１万円を超

えます。

そこの民宿で料理が出ますけれども、この料

理の質がやはり高い。フランス人、イタリア人
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。からもすごく評価が高くて世界に通じる味だと

そして安いという評価であります。あの高千穂

から30分ぐらいかけて行くあの山の中、非常に

険しい道を通っていくんですけれども、それで

も9,000円、１万円は安いという表現をします。

あと、小川の作小屋のお話も出ました。これ

は先ほど課長が申しましたように、９皿ぐらい

を並べたお弁当を出します。松花堂弁当みたい

なものでございますが、これがちょっと今の価

格は知りませんけれども1,000円を超えていま

す。西米良のお弁当で1,000円を超えて売れるの

かというふうに思っていましたら、これは売れ

ております。

やはりフェアトレードではないんですけれど

も、手間暇をかけて、その土地でとれるものを

おいしく食べさせる、そこに払う額はやっぱり

妥当な額でいいという感じが今ふえてきている

んではないかと思います。どこかの宣伝ではな

いですけれども、受ける質がお値段以上であれ

ばいいと。

、最初の延岡の居酒屋の話をしましたけれども

本県の魅力は、やはりリーズナブルでしかも質

の高いものを供給できて、所得の低い人でもお

いしく楽しめるっていうところは大きな売りで

はないかと私は思っておりまして、その辺も含

めて、その観光資源としてどう掘り起こしてど

う売っていくかというところを、本当に現場で

働いて人をおもてなしされている方と意見交換

をしながら計画を煮詰めてまいりたいと思いま

すので、またいろいろな御助言をいただければ

と思っております。

島野浦が出てきたものだから、提○井本委員

言なんだけれども。今サイクルツーリズムって

いうのがはやっているんだが、あの島は一周で

きないのよ。あれを一周できるようになったら

サイクリングもはやるんじゃないかと私は昔か

ら思っているんだけれども、これは提言です。

もう１つ、あそこにときどきイルカがついて

くるんだ あれを餌づけしたら私は面白いんじゃ。

ないかとかねがね思っているんだけれども、た

またまきょう出たから、ひとつ提言で入れてお

いていただきたい。

それともう１つ、この一番上のこの計算式、

これを太田委員がえらい褒めるけれども、これ

も当たり前で、むしろ私はこういう計算づくで

やったらいかんと思う。この前、私は一般質問

で言った。岩切章太郎さんは金のことは考えな

かった。ともかくサービス、相手が喜ぶものを

先に出している。懐の中身を算段しながら相手

を接客する、それはある意味じゃ日本人として

みっともない。

そうじゃなくて、ともかくもうからんでもい

いから一生懸命やっていたら、こうやって３番

目の訪問回数がふえるんです、それがわかるか

ら。そうすると、結果的にもうかる。岩切章太

郎さんの考え方はそうでした。

とにかくもうからんでも、とにかく一生懸命

相手が喜ぶことを、サービスがこれが観光資源

だっていうぐらいの考えでやって、その結果と

してもうかる。腹づもりでもうかる、こんなも

のがあって それは私は宮崎県人としてはちょっ、

と恥ずかしい、武士道、侍の意気じゃないかっ

ていう気がするんだけれども。岩切章太郎さん

。はこれは本当に考えていなかったという話です

済みません、ちょっと抽象論○西村副委員長

が多くなってきたものですから、具体的な話を

したいんですけれども、この計画の中に、私は

どう見てもお客さん目線がすごく抜け落ちてい

ると思っていまして、東京に住まれている、東

京事務所で勤務された方はわかると思うんです
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けれども、東京事務所、大阪事務所、飛行場に

行けばかなりあちこちに路線があって、その中

で航空費を払って旅行に行くっていうときに、

宮崎の航空運賃、これは議会で質問したことも

あるんですけれども高いですよね。

沖縄に２万9,800円ホテルつきパック、しかも

宮崎のランクよりも非常に豪華なホテルがつい

て２万9,800円。宮崎県に普通の小さいビジネス

ホテルがついて２万9,800円、これはどっちを選

びますかっていうことなんです。

沖縄は当然全国からの引き合いが高い、しか

もいろんな減税効果があったりして、非常に国

からの恩恵も受けているから競争したらこれは

、 、勝てないところもあるんですけれども じゃあ

ほかの県と比べてどうなのかってやっぱり考え

たときに、宮崎は非常にそういう意味では、新

幹線の競合がなかったりとか、ＪＲの競合がな

かったりということで、本当に、ひと昔前の表

現でいえば陸の孤島に近いところがあって、先

ほど日帰り客は非常に多いという話もあるんで

、 、 、 、すが そういう意味では都会から 東京 大阪

福岡みたいなところから呼ぶには、この航空運

賃って非常にネックになっていると思います。

ここを真剣に考えていかないといけないのに、

全くこの中に出てこないということ。

そして、先ほど電子マネーの話もありました

けれども、私も質問をしましたが、ＳＵＧＯＣ

Ａみたいなものが使えない。東京、大阪あたり

から来た人がどこどこに行きたいっていったと

きに、バスに乗れますかっていう話なんです。

路線もわからない、地名もわからないのに、タ

クシー、もしくはかろうじて電車を使うってい

うときに、電子マネーが使えない。やっぱり利

便性を上げていかないと、あそここういうとこ

ろだったよって言われたときに、そんな不便な

ところなんだっていう印象が先についていくと

思うんですね。

やはり、この辺の改善できるところを少しず

つ変える、先ほど二見委員も言ったけれども、

改善できるものをやれるところからやっていか

ないと、漠然的な目標をやっていっても、これ

は困るんじゃないかと思います。

宮崎県は、私は観光は全然、他県よりも劣っ

ていないと思います。旅行業界の方々との意見

交換なんかも、もう行政に対しては文句ばかり

、 、 、ありますけれども そういうことよりも 実際

こんなに商機がなかったら全国のビジネスホテ

ルチェーンがこんなにばんばん進出してこない

と思うんです。これは商機があるから、ここに

ばんばんつくっていって、これは宮崎市に限ら

ず、日向でも延岡でもどんどんできているんで

すけれども、これは商機があるからなんです。

それは県内のそういう観光業界の方のやり方

がまだまだ悪かったり、弱かったりするところ

もあるし、中小企業だから難しいところもある

んですけれども、そういうところを県が指導し

ていってやるっていうところも重要だと思いま

すし、その観光客からのクレームに対してしっ

かりと、次そういうことがないように対応して

いるのか。

これ県自体が、業者自体が、交通機関自体が

クレームに対応しているかっていうのをしっか

りまとめていかないと 幾らやっても 毎年やっ、 、

てもこれは同じことになると思います。

、いろいろ多岐にまとめて話しましたけれども

もう答弁言っているとこれは大変ですから、ま

ず、その航空運賃の件とか電子マネー、これは

特にＪＲに対しての件とか、もうちょっと真剣

に、ここは知事先頭に、部長先頭にやっていた

だきたいと思いますので、要望にかえたいと思

平成30年11月30日（金曜日）



- 25 -

います。

電子マネーに関して○井手商工観光労働部長

は、やはりＳＵＧＯＣＡとかｎｉｍｏｃａとか

ＳＵＩＣＡとかが使えないというのは、特にＪ

Ｒに対して広げていただきたいという要望を毎

年やっています。なかなか聞いていただけてい

ないというのが実態ではありますけれども。

あわせて、先ほど満行委員からも出ました

キャッシュレスに関して、これはやはり世界情

勢を考えるとかなり進んでいますので、県内の

商業者の状況を見ても、クレジットカード対応

のレジを持っていない事業者が多い中で、ＱＲ

コード決済とかは逆に言うとチャンスな面もあ

、るのではないかというふうに考えていますので

そこは少し踏み込んだ対応を考えていかねばな

らないと思っております。

あと、クレーム対応も含め、改善すべきとこ

ろをきちんと改善していくということに関して

は、一つ一つ、この計画の中に全部書き込むか

どうかはともかくとして、やるべきことをきち

んとやっていける体制をつくってまいりたいと

思いますので、頑張っていきたいと思っており

ます。

クレームのところはすごい大○西村副委員長

事だと思うんです。行政に対しいろんなホテル

や空港に関するクレームとかいろいろあると思

います。それを吸い上げてやっぱり業者に、ホ

テル業界だったらホテル業界にしっかり返さな

いと。業界は、これが悪いから観光客来ないん

だみたいな話が多いから、そうじゃなくて、あ

なた方もこういうところ、いろんな支援をする

かわりにやってくださいというのを相互でやっ

ていただきたい。要望しておきます。

１点だけ。先ほど島野浦の話が出○重松委員

たので、要するにすごく一生懸命、島の皆さん

方が協力して知恵を出し合って頑張っている。

地域住民でもそれは浸透して、事業継承がさ

れているんですけれども、ただ、現時点では本

業の片手間でやっていらっしゃると。つまり、

中心になっていらっしゃる方が養殖業をやって

いて、その方は一生懸命やられるんですけれど

も、本業の片手間でやっているので全くマンパ

ワーが足りないということが現地のお言葉でし

た。

恐らくそういうところというのはたくさんあ

るんじゃないかと思うんですが、せっかく地域

、おこしで頑張っていらっしゃるんですけれども

本業の片手間でやると、やっぱりどうしても次

が続かないということがあるので、それらは当

然市町村でのやっぱり取り組みになってくるん

であろうでしょうけれども、ちょっとお尋ねし

たいのは、県でも例えば振興局の中でそういう

ところをサポートする課があるのかないのか。

また、それをしっかり体制をつくるべきじゃな

いかというふうに思うんですが、いかがでしょ

うか。

、○井手商工観光労働部長 いわゆる民泊の部分

農家民泊の部分については、農政のほうと商工

のほうとあわせて所管がございまして、農林振

興局のほうでも、きちんと指導、助言も含めて

対応できる体制があります。

微妙なところは、その地域の観光振興に対し

て県の出先機関があるのかというところでしょ

うけれども、ここは正直申し上げまして、観光

を所管するという形できちんとした所属という

か、そういう課を農林振興局とか土木の中には

持ち得ていません。

ただ、地域企画調整ということでそれぞれ担

当を１人置いておりますし、広域になりますけ

れども総務事務所のほうに商工センターを置い
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ておりまして、ここが商工業者のフォローアッ

プをしておりますので、この辺のマンパワーを

使いながら回している。

ただ、委員おっしゃるとおり、非常に脆弱な

体制だというふうに認識しておりますので、そ

こについては総務部ともいろいろ議論をしてま

いりたいと思っております。

よろしくお願いいたします。○重松委員

それでは、以上で終わりたいと○黒木委員長

思いますが、よろしいでしょうか。

〔 はい」と呼ぶ者あり〕「

それでは、執行部の皆さん、ど○黒木委員長

うもありがとうございました。お疲れさまでし

た。

暫時休憩して、委員の皆様は委員協議を行い

たいと思います。

午前11時45分休憩

午前11時46分再開

それでは、委員会を再開いたし○黒木委員長

ます。

まず、協議事項の（１）提言についてであり

ます。

県外調査等が終了いたしまして、これから県

の当局に対してどのような提言や働きかけがで

きるかを整理していかなければならない時期に

なっております。

、これまでの委員会活動の経過につきましては

このＡ３判の資料をごらんください。これに盛

り込んでおりますけれども、きょう一つ一つこ

れの御意見をいただいておったら、ちょっとも

う午後、いろいろ時間が、都合のある人もある

、 、ようですので これをゆっくり見ていただいて

次の委員会で皆さんのいろんな意見を出し合っ

ていただいて、報告書関係、提案等を考えたい

と思いますけれども、そういう方向でよろしい

でしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのようにさせてい○黒木委員長

ただきたいと思いまして、ある程度、正副委員

長のほうで取りまとめて、また提案したいとい

うふうに思います。

それから、次に、次回の委員会についてであ

りますけれども、次回委員会につきましては、

年明けの１月25日金曜に開催を予定しておりま

す。次回の委員会での執行部への説明資料要求

について、何か御意見、御要望等はありません

でしょうか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

特にないようでしたら、正副委○黒木委員長

員長に御一任いただくということでよろしいで

しょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのような形で行き○黒木委員長

たいというふうに思います。

最後、協議事項（３）で、その他で何かあり

ませんでしょうか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

ないようでしたら、次の委員会○黒木委員長

は１月25日金曜、午前10時からを予定しており

ますので、よろしくお願いいたします。

以上で、本日の委員会を閉会いたします。

午前11時48分閉会

平成30年11月30日（金曜日）


